なをな仕様 

® 受信信号 

ホが線波長 860 nm 

変調方式 周波数変調 

搬送波周激数 左チャンネル 2.3 MHz 

ちチャンネル 2.8 MHz 

かへッ ドホン 

型式 オープンエアー型 

ダイナミックステレオへッドホン 
使用ユニット 直径40 mm 

電源 単4形乾電池X 2 

電池持続時間 マンガン乾電池 （ R 日 3) 約20時間 

アルカリ乾電池 （ LR 03) 約4日時間， 
質量 約240居（乾電池を含む） 

•付属品 

® 単4形乾電油 （ R 日 3) x 2 

•電池持続時間は使用条件によって短くなる場合びあります。 
• この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 


f 要すりメモ （おぼえのため、記入ごれると便利です。） 


ぉ實い上げ白 

年 ち 曰1品番 IRP-WH20H 

販売店名 

巧 （ ) - 

ご相談窓 te 

巧 （） - 


松下電器産業株式会社才•"■ディオ事業部 RQT 4524 -S 

干 571 -8 己〇已大阪府門真市松生町 1 番 4 号 F 1297 K 0( D ) 


Panasonic ⑩ 



臣手に使って上手に節電] 


コードレスステレオべッドホン 

取扱説明書 

品番 RP - WH 20 H 


増設用 


このたびは、コードレスステレオへッドホンをお買い上げい 
たださ、まことにありびとラございました。 

■この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使し、ください。 
そのあと保存し、必要なとをにお読みください。 



パナソニックの赤外線方式のコードレスステレオヘッドホ 
ンシステムの増設用ヘッドホンでず。トランスミッター 
(発光機）なしで、本機（ヘッドホン）単独での使用はで 
さませんので、トランスミッターと一緒にご使用ください。 


Panasonic のコードレスステレオへッドホンシステム 
RP-WH20, RP-WH30. RP-WH50 
RP-WH80. RP-WH100 など 



巧電池を入れる 


へツドホンの電源には単4形乾電地を2個使用します。へッドホン兩側の電池ボックスに乾電池を入れてください。 


乾電池の入れかた 


1兰角マークの部分を巧し上げて、 2乾電池を極性表示通りに入れる。 

電池ボックスのふたを開ける。 




© 側を先に入れてください 


3電池ボックスのみたを閉める。 



乾電池交換時期のめやず 

乾電池の交換時期は、ヘッドホンの 0 PR スイッチを日 FF 
から日 N に切り換えたとき•に、日 PR / 己 ATT インジケーター 
の点丹が態で確認でさます。 

また、乾電池び消耗してくると、音びひずんだり、雑音び多く 
なつたりします。その場合は、新しい乾電池と交換してくださし、。 


乾電池寿命 

使用可能なとき 

交換時期 

0 PR/BATT 

インジケーター 

点灯ずる 

点灯するび暗い 
または点好しない 










1 トランス 5 ツターの準備をずる 

詳しくは、トランスミッターの取扱説明書をご覧く 
ださい。 


こ へツドホンの音量を絞つてか5^ち离^ 
スイツチを ON にする 

OPR / BATT インジケーターび点巧しまず。 



〇 へツドホンを頭にかけて、音量を調 
節する 



巧使用上の お願い 

•強い衝撃を与えたり、落下させたりしないでください。 
•風呂場など湿気の多いところ、倉庫などほこりの多いとこ 
ろで使わないでください。 

•雨や水に濡らさないでください。機器の故障の原因となり 
ます。 


本機は赤が線を使用しているため、ご使用になる場所び卜 
ランスミツターから離れるにしたびつて雑音（ヒスノイズ） 
び増えたり、また' 赤外線がさえぎ5れた場合には音が達切 
れたり、雑音び入ることびありまず。 これ日の現象は赤外 
線の特性により生じるをので、故障ではありません。 


お願い 


•へッドホンはトランスミッターか5のホが線び届く範囲内 
でお使いください。 

• 赤外線受光部を手や髮などで覆わないでください。 

•本機はホ外線を利用していますので、直射日光下ではお使 
いにならないでくださし、。 

使用後は 

ヘッドホン、トランスミッター、接続した AV 機器の電源を切っ 
て < ださい。 


1111お手入れ 

:ち谭餐 11 i が ■ I 

柔らかい巧でふいてください。ひどい巧れは、薄めた台所用 
洗剤（中性）を含ませた布でみき、樹まからぶきしてくださし、。 
•アルコールやシンナーは使わないでください。 

•化学ぞラきんをご使用の際は、そのを意書に従ってくださし、。 





稱まを上のごを意 ( おずぉなりくだか0 

\ ~ - ■ -1 ,1 I 


お使いになる乂や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように説明し 


ています。 

国表示内容を無視して誤つた使い方をしたときに生じる 
危害や損害の程度を、巧の表示で轻分し、説明してい 
まず。 


■お守りいただをたい内容の種類を、なの絵表示で区分 
し、説明していまず。 

(下記は絵表示の一例です。） 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重 
傷などを負ラ可能性び想定され 
る」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷喜を負5巧 
能性または物的損害のみが発生す 
る可能性び想定される」内容です。 


A 

この絵表示は、気をつけていたださ 
たい「を意喚起」内容です。 

G 

このような絵表示は、してはいけな 
い「禁止」内容です。 



瓜警告 

分解-改造しない 



分解禁止 


•機器び故障したり、金属物びはいる 
とショートし、やけどや乂災の原因 
になります。 

•点検や修理は、販売店にご相談くだ 
さい。 


A ま意 

音量を上げずぎない 

Q •ちを刺激するよラな大さな音量で長 
時間続けて聞くと、聴力に惡い影響 
を与えることびあります。 


異常に温度び高くなるところに置かない 


0 



■機器表面や部品び劣化するほか、乂 
災の原因になることびあります。 
■夏の閉め切った自動車巧や直射曰光 
の当たるところに長時間放置したり、 
ストープの近<に置いたりしないで 
<ださい。 


乾電池 


A ミ主意 

じ TF のことを守り正しく取り扱う 

A •©と©は正しく入れる 

•新旧電池や、違う種類の電池をいっしょ 
に使用しない 
•充電しない 

•加熱、分解したり、水、义の中へ入れ 
たりしない 

•長期間使用しないときは、取り出して 
お< 

•ネックレスなどの金属物といっしょに 
しない 

•乾電池の代用として巧電式電池を使わ 
ない 

•取り扱いを誤ると、電池の液漏れにより、乂がや 
周囲ミち損の原因になります。 

• 万一液漏れび起こったら、販売店にご相談ください。 
•液び身体についたとさは、水でよく洗い流してく 
ださい。 




I 巧障かな!？ 

口 ----- — 

まず、この表でご確認の上、直らないときはお買い上げの販 
売店へご相談ください。販売店へお持ちになるとをは、がず 

へツドホンとトランスミッターを一緒にお持ちください。 


夕章夕雌を: 一遣 

AV 機器の電源が入ってい 
まずか。 


:ご;、，;广,卜:'吟が 

■ 一 W — 一 — 麵ム —— 一 一一 一一 一 . 

電源を入れてください。 


トランスミッターと AV 機 
器が正しく接続されていま 
ずか。 


正しく接続して、プラグを 
しっかり差し込んでください。 


音量びルさぐなっていませ 
んか。 


へッドホンの音量を大さく 
して < ださい。 


接続した機器の音量がルさ 
くなつていませんか。 


トランスミッターを AV 機 
器のへッドホン端子に接続 
した場合は、接続した機器 
の音量を大きくしてくださし、。 


•葛が皆渾を 

音青信号の入カレベルび大 
をずぎませんか。 


她 ぶ— 

トランスミッターを AV 機 
器のへッドホン端子に接続 
した場合は、接続した機器 
の音量をルさくしてください。 


I が多い 


■ ホタ 1,線び届いていまずか。 

»トランスミッター■とへッ 
ドホンの間に障善物びあ 
りませんか。 


トランスミッターの近くで 
へッドホンを使用して<だ 
さい。 


赤が線受光部（へッドホン） 
を手や髪などで覆わないよ 
ラにして < ださい。 


トランスミッターの位置や 
向さを変えてください。 


音声信号の入カレベルがル 
さすぎませんか。 


トランスミッターを AV 機 
器のへッドホン端テに接続 
した場含は、接続した機器 
の音量を大さくしてください。 


恥宣^ 3 

OPR/BATT インジケーター 
び暗い、 または消えていま 
せんか。 


學?®1こ山ム 心,: J 
乾電池の寿命と思われます 
ので、新しいをのと交換し 
て < ださい。 


本機につし、てのお問し冶わせは、 r お割羡ご相談センタ ーJ へ！ 


お客様ご相談センター 


^ 0120 - 878-365 


フリーダイヤル（料金無料）365曰/受付9時〜20時 


International Customer Care Center 
海外ごホ目談センター 


Consultation about products of specifications (export 
models, overseas production models and tourist models) 

海外仕様商品(輸出商品-おが生産品-ツーリスト製品） 
についてのごホ目談は.... 


TOKYO 巧 (03)3256-5444 


OSAKA 巧 (06)645-8787 









